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私立幼稚園幼児教育振興助成に関する請願 

 

【請願要旨】 

１．教材費・保護者補助金に代わる運営費補助と設備補助についてお願いします。 

２．幼稚園事務のICT化を推進し、労働環境を整えるための補助をお願いします。 

３．２歳児の幼児教育を行う幼稚園への補助金をお願いします。 

４．社会変化に伴った幼稚園施設・設備補助についてお願いします。 

５．幼児教育を支える療育状況の更なる改善をお願いします。 

 

【請願理由】 

 １．教材費・保護者補助金に代わる運営費補助と設備補助について 

  幼児教育無償化に伴い二市一町の教材費補助金または保護者助成金が廃止され

ました。2019 年度でいえば、長岡京市で 5,569 万２千円、向日市で 3,952 万２千

円、大山崎町 823万２千円が支出されていたのが、2020年度からは、幼稚園に通園

する子どものために使われなくなりました。無償化に伴って、市負担分の補助を減

らす必要がないと文部科学省見解がでているにも関わらず、廃止が決定されたのは、

非常に残念です。無償化で事務量が増えた幼稚園の運営費補助や園児のためになる

設備補助のために、新たな補助をお願いします。 
  
２．幼稚園事務のICT化推進への補助について  

無償化に伴い、園の事務量は確実に増えました。また、労働基準法の改正に伴い、

先生方の勤怠を正確に把握し、労働環境を改善してゆく必要があります。これらの

ことを考える時に、事務の ICT化は、幼稚園においても不可欠になっています。シ

ステムを導入するだけでなく、クラウド化に伴い、月々の費用が発生しています。

この支援をお願いします。 
   

３．２歳児の幼児教育を行う幼稚園への補助について 

  女性活躍推進や、孤立した子育て時代の変化に伴い、国や府レベルで行政が推し

進めている「幼稚園の親と２歳児の通園や２歳児の幼稚園教育」があります。この

分野も、各幼稚園の自己負担によってまかなわれています。市町村レベルでの補助

金をお願いします。また、２歳児の幼児教育を行うための環境整備も必要です。少

子化対策を行うためにも、２歳児を社会全体で育てるという思いを持って、それに

取り組み幼稚園を応援してくださるようにお願いします。 
  

４．社会変化に伴った幼稚園施設・設備補助について  

  平成 29 年３月に幼稚園教育要領が改定されました。今回の幼稚園教育要領の改

定では、幼稚園教育は「環境を通して行う教育」を基本とすることは変わらないこ

ととしながら、幼稚園教育において育みたい資質・能力を明確化し、幼小接続の推

進や幼児一人ひとりの理解に基づいた評価の実施等について充実・発展させていま

す。その改訂と社会の変化に対応するために、幼稚園施設整備に於ける基本方針や

留意事項を整理した「幼稚園施設整備指針改定」を文部科学省は平成 30 年４月に

行いました。この基本方針は、以下の３つです。①自然や人、ものとの触れ合いの 



 

中で遊びを通した柔軟な指導が展開できる環境整備。②健康で安全に過ごせる豊か

な施設環境の確保。③地域との連携や周囲環境との調和に配慮した施設の整備。の

３つです。これは従来から努力していますが、この基本方針に社会の変化を加える

と、文部科学省は、これからの幼稚園施設整備における重要な七つの視点を出して

きます。屋内環境整備、屋外・半屋外環境整備、障がいのある幼児など特別な配慮

を必要とする幼児に対応した施設整備、幼児教育の担い手を支えるための施設整備、

家庭や地域等との連携・協働を促す施設整備、安全を確保しつつ自発的な遊びを誘

発する施設整備、教育活動の変化に対応できる施設整備の７つです。このことを踏

まえつつ、地域のニーズを踏まえて、各幼稚園が整備してゆけるためにも、市町村

レベルの施設補助を頂きたいのです。このことは、２歳接続の保育を考える際にも、

その環境設備の整えは必要であり、市町村レベルの補助も必要です。乙訓地区の幼

児教育を守るものとして、その設備補助を是非にお願いします。  
 

５．幼児教育を支える療育状況の更なる改善について  

近い将来行われる京都府向日が丘支援学校の改築や、それに合わせて計画されて

いる長岡京市の共生型福祉施設構想に、就学前の療育を必要とする子ども達を支え

ることを加えて頂きたいです。特別支援教育を必要とする子ども達の健全な発育の

為の施設や環境が、乙訓管内では足りていません。療育を必要とするお子さん自身

とご家族、そこに向き合う保育者はその時々その場で適切な療育を受けられれば、

必要のない悩みや苦しみからも解放されるのではないでしょうか。こうしたお子さ

んやその環境に早期に対応を図る事で、就学後の特別支援教育やインクルーシブ教

育も大きく進展すると考えられます。 
 

以上５点につきまして、乙訓の行政が世の中の人材育成の根本や本質にあたる幼児

教育や療育に関して直接しっかりと支えるという体制をとる事を公に示すことで、社

会もこれを評価し、その結果ますます乙訓地域の健全な発展を促すものと信じていま

す。どうぞよろしくお願いします。 
 

以上、私たち乙訓地区の私立幼稚園の保護者と教職員は地域住民の期待に応えるた

め署名簿を添えて助成を請願いたします。 
 

令和２年１２月１日 

                   請 願 者 
 
 
 
 
 
 
                    

向日市議会議長 

天 野 俊 宏  様 


